
　編集後記を書いている今夜は，九州から四国にかけて，7 月の台風としては過去最大級

の台風 4 号の暴風雨が吹き荒れていますが，甚大な被害が生じないことを願っています．

これも地球温暖化の影響なのでしょうか．

　さて，今月号の特集は「病棟理学療法」です．ともすれば病棟理学療法は術直後の短期

間のものだとか，体力がないときにやむを得ず行うものだと思いがちですが，その考えは

見直すべきです．病棟は，患者の「生命と身体機能」を治療する場，「生活」の場でもあ

り，理学療法士はこの両方に留意したうえで，地域生活までを視野に入れた一貫性のある

理学療法アプローチを行うことが求められています．

　渡辺論文では，救命救急センター・ICU における重篤な病態像とその治療法について詳

しく解説され，今後の課題として各疾患や病態像に合致した理学療法進行基準作りの必要

性を指摘しています．齋藤論文では，骨関節系疾患に対する術後早期からの理学療法を円

滑に進めるには，病棟看護師が運動機能や ADL の進捗状況を共有し合うシステムと理学

療法士の積極的な病棟訪問が重要だとしています．また一般病院における急性期脳卒中患

者に関する廣澤論文では，看護師，家族と連携のもとに，臥位・座位の姿勢保持，食事動

作，排泄動作の獲得を目指した病棟理学療法を実施して回復期リハに繋ぐことがポイント

だと述べています．辛島論文では，回復期リハ病棟から自宅復帰を達成するための病棟理

学療法として，1 日の生活行為を体験する「滞在訓練」や「軒下カンファレンス」などを

紹介し「する ADL」の拡大を提言されています．山本論文では，介護老人保健施設の居室

理学療法として，入所者の主体性を導きだすアプローチと個別性のある ADL 指導が在宅

生活を支援する観点からも重要だとしています．

　入門講座は，理学療法にとって最も基本的で意義深い「関節可動域の検査測定・評価」

について，臨床上留意すべき測定のコツなどを図表にして大変わかりやすく解説されてお

り，入門講座に相応しい内容となっています．「講座」では，運動療法の基礎となる運動

学習メカニズムと運動機能回復過程を経頭蓋磁気刺激（TMS）にて検証した最新知見を織

り交ぜて解説されており，臨床基礎研究として応用できる講座となっています．

　「とびら」のテーマである「自分に合った責任」について，酒井氏の考えられる個人の

目標，立場から責任を捉えることが基本となります．そして，もう一方ではスタッフ室と

しての責任もあると考えます．スタッフが共有する志，目標を掲げて患者本位の理学療法

を展開し，信頼されることが職場としての責任を果たすことになるのではと思います．
 （鶴見隆正）
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